
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原油価格の上昇が嫌気されたことに加え、インドは原油の純輸入国
であることから原油高による経常赤字拡大が懸念され、為替市場に
おいてルピーが下落したことを受けて、10年国債利回りは上昇（価
格は下落）しました。 

※当資料はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社が情報提供を目的として作成したものであり、特定の金融商品等の勧誘・販売を目的とするものではありません。また、金融商品取引法
に基づく開示資料でもありません。※当資料は信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしも正確性、完全性を保証するものではありません。※当資料には、現在の見解お
よび予想に基づく将来の見通しが含まれることがありますが、事前の通知なくこれらを変更したり修正したりすることがあります。また、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。   
※当資料で使用しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する目的で作成したものです。数値等の内容は過去の実績や将来の予測を示したものであり、将来を保証するものではあ
りません。 
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英国プルーデンシャル社はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社とは関係がありません。 
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［株式市場］SENSEX指数の推移 
（2016年1月1日～2018年6月29日） 

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移 
（2016年1月1日～2018年6月29日） 

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移 
（2016年1月1日～2018年6月29日） 
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米中貿易摩擦への懸念や、原油価格の上昇が嫌気されたことによ
り、週初からインド株式市場は軟調となりました。6月29日には海外
株式市場の上昇につれて反発しましたが、週間では下落となりまし
た。 

原油高による経常赤字の拡大懸念からルピーは対米ドルで弱含み、
過去最安値を更新しました。円も対米ドルで下落しましたが、ルピー
の下落幅の方が大きかったことから、対円でも下落しました。 

（対象期間：2018/6/25～6/29） 

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。 
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2018/6/22 2018/6/29 変化幅 
7.820  7.901  +0.081 

2018/6/22 2018/6/29 変化率 
1.624  1.614  -0.60% 

2018/6/22 2018/6/29 変化率 
35,689.60  35,423.48  -0.75% 22,000
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